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【本日の公表データ】 

■サービス産業動向調査(2022 年 5 月分(速報)) 

○月間売上高は 30.4 兆円。前年同月比 8.3％の増加 

○事業従事者数は 2926 万人。前年同月比 0.2％の増加 

https://www.stat.go.jp/data/mssi/kekka.html 

 

【お知らせ】 

■統計 Today No.185 7 月 29 日掲載  

(統計 Today は、統計をめぐる新しい動きやメッセージをお届けするものです) 

〇経済統計のことば ～ 本社とは？ 

皆さんは、本社という言葉で何を思い浮かべるでしょうか。 

本社ビルを思い浮かべる方や会社の幹部を思い浮かべる方もいるでしょう。統計として、本

社で働いている人数などを調べられた方もいるかもしれません。 

公的統計、特に経済統計でも、本社は重要な概念ですが、厳密に定義するのは意外に難しく、

調査の目的や性質によっても異なります。このため、本社に相当する用語・概念がいくつか

存在します。本稿では、これらについて説明したいと思います。 

https://www.stat.go.jp/info/today/index.html 

================================================================================ 

□労働力調査、家計調査、小売物価統計調査を始めとした統計調査へのご理解・ご協力をお

願いします。 

 「明日のくらしが見えてくる。」 (統計調査紹介ムービー) 

 https://youtu.be/mY4TF6VE0BU 

================================================================================ 

□【2022 年リニューアル】誰でも無料で学べるオンライン講座「社会人のためのデータサイ

エンス演習」受講者募集中！ 

 10 月 4 日(火)に開講するデータサイエンス・オンライン講座の受講者を募集中です。 

社会人や大学生に向けて、ビジネスに役立つ実践的なデータ分析の手法を分かりやすく解説

しています。是非、御登録ください。 

 https://gacco.org/stat-japan2/ 

================================================================================ 

□「統計データ分析コンペティション 2022」で論文募集中です！ 

 高校生、大学生等が統計の有用性を理解し、統計データを適切に活用できるよう、「教

育用標準データセット(SSDSE)」を用いた統計データの分析に関するコンペティションを

開催しています。 

 アイデアと解析力を駆使した論文を募集していますので、是非、御応募ください。 

https://www.nstac.go.jp/statcompe/ 

【エントリー期間】 

 令和 4年 8月 10 日(水)まで 



【論文の提出期限】 

 大学生・一般の部 令和 4年 9月 1日(木) 

 高校生の部    令和 4年 9月 9日(金) 

================================================================================ 

配信先の変更・配信中止など 

https://www.stat.go.jp/info/mail/index.html 

※統計データの入手先に関する問い合わせ、統計調査に関する Q&A 

 https://www.stat.go.jp/training/toshokan/faq.html 

================================================================== 

このメールにお心当たりがない方は、大変お手数ですが下記までご連絡ください。 
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